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この地域で‘良好な水質をもっ井

戸は， 50m以深にストレーナーを設けているものが多い。しかし，帯水層の能力は小さくなる

ようである。

金地の東南部を占める忠別川流域では第四紀の堆積物の厚さは 100m程度あるが良好な帯水

屈は少ない。盆地の東端部のオサラペツ)I [流域も ，基盤岩までの深度は約 100m と相当深いが，

地下水には恵まれていない。美瑛川流域においては，沖積面下数 m から 30m以深に最大厚さ

40m程度の溶結凝灰岩がある。この溶結凝灰岩は透水性が小さく ，帯水層になり得ないが，こ

の下位に有力な被圧地下水を有する帯水層が存在する。神楽台，近文台等の台地においても ，台

地を構成する溶結凝灰岩の下位に第四系の堆積物が存在し，これらが帯水層となり得ると考えら

れる。ただし，この部分では溶結凝灰岩がj享く;貯水層の深度が相当深くなるものと考えられる。

(谷岡健則〉

参考文献
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11.富良野盆地

(1) 地形 ・地質

富良野盆地は上川盆地に隣接した盆地で，その境には十勝岳溶結凝灰岩がつくる緩い丘陵が存

在する。富良野盆地の面積は上川盆地の約 1/3であり， 盆地の標高は上川盆地に比して 60m以

上高い 170-250m である。

盆地の北部および東部は，主として十勝岳裕結凝灰岩よりなる丘陵，山地であり，南部および
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表 2-1-19 富良野盆地の地質庖序

時代 |地 層 | 岩 粍l

Y己G現河床堆積物
第 1折

世
?居 地堆積物

四 扇状 地堆積物

更
溶結凝灰岩

紀 新

f並 中・下部更新統

|先第四紀堆積岩類|
先第四紀~，-::~~~: ::: :-'~:.~::，~~ I 

|先第四紀火成岩類 |

富良野盆地における帯水

層は，第四紀堆積物中の砂

層および砂磯層である。 こ

れらの堆積物の厚さは，深

井戸資料から判断して 200

ln近い ものと考えられる。

また，盆地の北部と西部の

一部地域では， 十IJ発岳溶結

凝灰岩が米国結土佐積物中に

挟 まれているが，透水性が

小さく帯水層にはならない

と判断される。

山口ほか(1)の調査に よれ

ば，第四紀堆積物の層相は

盆地の中央部，富良野市を

境として大き く異な り，南

側では砂聡層が卓越し，ほ

とんど泥質層を挟ま ないの

に対し， :1印山土泥質層を数

多く挟んでいる。盆地北部

では，この泥質層が加圧層

砂磯，砂

泥炭，シノレト，粘土

砂磁

J深，砂，粘土

(山口ほか(川こよ る)

一

南西部は先白亜紀の粘板岩 よりなる山地であ

る。 先白亜紀層よりなる山地， とくに芦別岳

(標高 1，726m)を主峰とする連山からは大量

の砂礁が盆地内に供給され，このため盆地の

南西縁には大規模な複合扇状地群が発達し，

盆地の南側はほぼ全域にわたり扇状地堆積物

に覆われている。盆地の北側においては，扇

状地は山麓部に小規模に分布するのみであ り，

盆地の表層部は泥炭を含む泥質の沖積堆積物

で占め られている (表 2-1-19，図 2-1-30)。

(2) 地下水
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となり，広い自噴地下水帯を形成しているが，南部地域では自噴がみられない。このため，盆地

北部ではノト口径の深井戸(掘り抜き井戸〉により 自噴地下水の利用が盛 んであり ，農業用雑用水

源として百数十本の深井戸が存在しているは)。なお，これらの井戸の深度は 50m未満であるこ

とが多いが，50m以上の ものも相当数存在する。

盆地の南部については，主と して浅井戸による地下水利用が行われているが， 利用密度は北部
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に比して小さい。これは，南部地域に良好な帯水層が存在しないためではなく ，地下水の利用に

当ってポンプが必要であるためと考えられる。

盆地内における地下水の採取条例二は，盆地の中央部を除いて概して良好であり，口径 200-

300mm，深度 50-100m の深井戸で 1，000-2，000m
3
fdの揚水可能量を見込むことができる。

盆地中央部については，地下水が停滞しているものと考えられ，地下水中にメタンガスが含まれ

ていることが多く ，鉄の含有量も高い。また，水量的に も多くを望めないようである。

(谷岡健則〉

参考文献

(1) 山口久之助・小原常弘 ・早川福手IJ・松下勝秀 ・二間瀬例 ・横山英二 ・佐藤巌 (1977) 北海道水

理地質図1国 「旭川IJ・同説明書，北海道立地下資源調査所
(2) 北海道開発局農業水産部 (1977)・農業用地下水利用実態調査報告書

12.北見盆地

(1) 地形 ・地質

北見盆地は，無力日川と常日川に沿って南西一北東方向に延びた長さ約 20km，幅 5kmの細

長い盆地で，断層運動により 地溝状に陥没してできたものであるとされている。盆地をとりまく

山地は，先白亜紀の仁頃層群に属する輝緑凝灰岩，輝緑岩などと古第三紀~新第三紀の堆積岩類

などより構成されている。また，盆地に面する山麓部および盆地内の丘陵部には，第四紀の軽石

流:J:.ft積物が基盤岩を覆って分布している。

金地内は段丘地形の発達が著しく，このため沖積地は無加川，1it呂川な どの河川沿いに分布す

るのみである。小原ほか(J)によれば，北見盆地の地質は，最下位に仁頃層群があり，その上面深

度は北見市街地で 470111，訓子府台地で 85111で

ある。北見地区では，仁頃層群の上に第三紀中新

世の津別層が重なり，その上面深度は約 120m 

である。したがって，この地点での津別層の厚さ

は 350m となる。訓子府台地で は，津別層を欠

いている。これらの上位には組しような凝灰質砂

岩，喋岩よりなる中新世の相内層が盆地全域にわ

たって分布する。相内層の厚さは 40-100m で

ある。 相内層の上位には同じ く中新世の協和層，

若松沢層が局部的に分布する。盆地内の台地(段

丘商〕では，これらの基盤岩のうえに第四紀更新

世の砂喋層，軽石流堆積物，段丘堆積物が分布し

ており ，これらの層厚はあわせて 20-60111であ

る(表 2-1-20，図 2-1-31)。
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表 2-1-20 北見地域の地質層序

代 l地層
完新世
現河床堆積物

崖錐堆積物

河岸段丘堆1漬物
更新世 屈斜路火砕流堆積物

名

石英安山岩質火砕流堆積物

Wf新世 上仁頃層

協和周

中新世 相内 層

津別 j冒

古第三紀 |栄森層断Ij層

先第三紀|先第三紀層協三紀火成岩類

(小原ほか(1)による〉


